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中の微生物による硫酸の生成に対する抑制効果があると報じている
11) 。 前田は、

1987年に激しい硫酸劣化を受けている下水処理場を調杏している際、 コンクリ ー

トは激しい劣化を受けているにも拘わらず、 汚水処理槽内に設置されているステン

レスの攪拌翼(Fig. 1-2)がほとんど劣化を受けていないことに注目し、 ステンレ

ス中に含まれているある金属元素によって硫黄酸化細菌の生育が阻害されるのでは

ないかと推定した。

この推測を確かめるために、 イミドあるいはチオシアネ ートなどの有機物、 ある

いは ニ ッケル、 スズ、 銅などの金属を混入したコンクリ ー トを調製し、 下水処理槽

内での曝露試験を下記のように行った。 即ち、 有機または無機の各種化合物を含む

ポルトランドセメントモルタルの角棒(4X4X16 cm)を作り、 これを汚水タン

クのマンホ ー ルの蓋から吊り下げ(Fig·. 5-2)、 5-10 ppmの硫化水素の空気に曝

した b) 。 2年間の曝露試験の後、 ニッケルを混入させたポルトランドセメントの

表面が特に滑らかのままであり、 その他のものはざらざらした状態に変化している

ことを観察した。 この様に、 ニ ッケルはコンクリ ー ト腐食を防止させる効果がある

ように思われたが、 ニ ッケルを混人させるとどうしてゴンクリ ー トの腐食が防げる

のか、 そのメカ ニズムについては不明であった。 本研究は、 腐食コンクリ ートより

分離した硫黄酸化細菌を用いて増殖阻害を示す物質を検索し、 本阻害物質の硫黄酸

化細菌に対する阻害機構を明らかにするとともに、 本阻害剤を混和させたコンクリ

ートブロックを調製し、 実際に浄化処理槽内で長期間曝露試験を行いコンクリ ート

腐食に対する防薗剤添加の効果を検討することによって、 コンクリ ート腐食に強い

コンクリ ートを新たに開発することを目指した。
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